
 



 

１歳児の女の子のあそびを興味津々でじっと見つめ

る０歳児の女の子。 

真似をして砂を入れようとしますが･･･ 

うまくできず… 

自分のにも入れて～とバケツを差し出し 

１歳児の女の子が砂を入れてくれるのをじっと見つ

めています。 

乳児期から２歳児までの子どもたちは、安心できる大人との愛着関係を土台にしながら、人とのかかわりや物

への関心が広がり という意欲を育んでいきます。 

２歳児までに育まれた意欲は、いろいろな人とのかかわりや遊びを通して という

経験を積み重ね、子ども同士がお互いを思いやり、刺激し合いながら様々なことに挑戦したり、協力し合ったりし

て社会性を身に付けていきます。 

当園では、０歳児～５歳児の育ちに合った異年齢保育での交流を大事にしています。その安心できる関係性の中で

という学びの場面が多く見られます。このような子どもたち一

人ひとりの学びの経験が を育んでいます。 

してほしいのかな… 
バ
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へぇ… 
こうやっていれるのかぁ 

今年度、手触りの良い砂を新たに入れ替えることになり園庭に山積みになった砂を

スコップや一輪車で運ぶ４・５歳児さん。 

その姿を見て「ぼくたちも、やってみたい!」と、次の日に砂掘りを頑張っていた

１・２歳児さんたちです 

ぼ
く
た
ち
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や
って
み
よ
う
!! 

よいしょ～!! 

ここに 
いれるといいのかぁ 

こうするのかな？  

食後の掃除は５歳児がお手伝いしてくれます。 

その姿を見て３・４歳児も興味を持ち始めると、５歳児が

やり方を一緒に優しく教えてくれています。 

２歳児が安心できる５歳児の男児に手伝ってもらったり、見守ってもらった

りしながら、じぶんでズボンをはこうとしています。 

５歳児男児は年下の子ができないところや自分でやろうとする姿を見極め

かかわってくれています。 

 

 

５歳児が経験したうどん作りをトリオグループ（3・4・5 歳児）でも行

います。 

５歳児が中心になって、どの工程を誰がするのか話し合い協力し合いな

がら、おいしいうどんを作るために子ども同士考え力を合わせます。 

こっちのあし 
いれるんだよ! 

○
○
く
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ひ
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この赤い線まで 
いれるんだよ 


